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要旨 

現在日本人のほとんどがケータイを所有していて、高性能な機種が世の中には多く出回ってい

る。その中のほとんどのケータイにはデジタルカメラが内蔵されており、市販のデジタルカメラ

と同じくらいの性能をもつものもある。一方、日常の栄養管理・食事管理を必要とする人が増え

ている。そこで今回は、ケータイで撮影した「ご飯」から「ご飯の量」自動推定し、摂取カロリ

ーが誰でも分かるようにすることを目指して、実験を行った。 

 ケータイカメラで量の違うご飯画像 50枚を撮影し、JAVA 言語で作成した「ご飯の量自動推定
アルゴリズム」でパソコン上で画像処理・画像計測をおこなって、ご飯の量を推定した。また同

じご飯画像 50枚の中からランダムに選んだ 32枚を被験者に見てもらい、ご飯の量が推定しても
らうアンケートを行った。今回の被験者は、熟練の管理栄養士１名と管理栄養士を目指す大学 3
年生 3名である。被験者のアンケート結果から、熟練の管理栄養士は、画像からかなり正確にご
飯の量を推定できたが、学生には、正確な推定は難しいことが分かった。また、アンケート結果

と「ご飯の量自動推定アルゴリズム」を比べた結果、自動推定の方が実際のご飯量を正確に推定

することができた。今回の本研究はケータイカメラに注目して撮影した写真画像のデータに処理

を施すことによって、目で見るだけでは読み取れない情報を引き出し、そこから将来画像メール

などからも人の栄養管理が遠隔から出来ることが考えられる。 
 
 

                                                  
＊本稿は、平成１８年３月８日ケータイ・カーナビの利用性と人間工学シンポジウム（名古屋大学）

において鈴木伸幸、三宅絵梨、奥村万寿美、照井眞紀子、長谷川聡の共同研究として鈴木が口頭発表

した内容の改変・再録である。 

１．はじめに 
現在、日本人のほとんどがケータイを所有

しており、その中の多くの機種にデジタルカ

メラが内蔵されていると思われる。ケータイ

の内蔵カメラには市販の専用デジタルカメラ

に匹敵する高い性能を持つものも少なくない。
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さらにケータイに内蔵されることによって、

いつでもどこでも撮影でき、メールに添付し

たり、ケータイのアプリケーションでその場

で画像処理したりといったことも容易に行え

るようになってきた。広く一般に普及した、

画像データを扱えるモバイル端末としてカメ

ラ付きケータイの応用の可能性は大きい。 
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一方、今日、高齢化社会の到来、生活習慣病

の増加などにより、健康増進・健康管理・疾

病予防・食事療法の必要な患者の食事管理・

成長期の児童の食育などのために、日々の食

事の内容や量を正確に把握し、栄養バランス

や摂取カロリーの情報を得る必要性が増大し

ている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

また、図１に例を示すような食事の写真か

ら、食事内容を推定し栄養素の種類や摂取エ

ネルギー量を把握する食事調査法は、「写真

法」と呼ばれ、その妥当性と十分な実用性が

報告されている[1]。以上から、カメラ付きケ

ータイを使って、いつでもどこでも、食事を

するたびに、その写真を撮ることによって食

事管理ができるシステムが実用化すれば、健

康管理や食事療法のための妥当かつ有用なツ

ールとなると考えられる[2]-[5]。 
食事調査としては、①食事の内容（メニュー・

材料・栄養素）の把握、②摂取した量（栄養

素ごとの量・摂取カロリー）の把握、の２点

が重要である。特に、後者に関しては、食事

の中でも、主食であり、食事全体のエネルギ

ー量を大きく左右する「ご飯」の量が重要で

あり、例えば、管理栄養士の養成教育などで

は、図 2のような教材（目盛りつきの茶碗）

を使って、茶碗に盛られたご飯の量を目測で

把握できるようにする訓練も行われている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究は、ケータイの内蔵カメラで撮影し

た画像をもとにしてご飯の量を自動推定する

ことを目標にしている。本稿では、今回行っ

たご飯の量の推定方法を紹介し、開発したシ

ステムによって自動推定した結果を、ベテラ

ンの管理栄養士によるご飯の量の推定や、管

理栄養士を目指す学生による推定の結果と比

較することで、自動推定システムを評価する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 ご飯の量の目測技術を学ぶ教材

図１ 食事写真の例 

(a) 161ｇ     (b) 247ｇ   

（c）45ｇ            (d) 389ｇ 

図３ 実験に用いたご飯画像の例 
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とともに、学生が利用することによる管理栄

養士養成のための教育効果についても考察す

る。 
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図 4 実験の様子 

 

２. ご飯画像の撮影と実験の準備 

ケータイで撮影した食事写真画像のデータ

に画像処理を施すことによって、ご飯の量を

自動推定した。図３に例を示すようなサンプ

ル画像を用意するために、図４に示すように、

同じ器でご飯の量を変えながらケータイのカ

メラで同じ距離から撮影し、ご飯の量も計測

した。使用したケータイはSHARP SH901iSで、

有効画素数 316 万画素（記録画素数 315 万画

素）の CCD カメラが

搭載されている。本

実験では、撮影画素

数を、240×320（約

７万画素）とした。

これは、ケータイの

待ち受け画面でよく

使われ、ケータイメ

ールに添付する時に

使われる解像度を考

慮した結果である。 

この撮影により、

図３のような画像を

50通り用意した。これらの画像は、次の２つ
の実験に利用した。①デジタル画像解析によ

ってご飯の量の自動推定を行う。②画像をプ

リントアウトしたものを見せて、熟練の管理

栄養士と学生にそれぞれご飯の量を推定して

もらった。これらについて順に説明する。 

(b）(a）

 
３．ご飯の量の自動推定 
図 5は、JAVA 言語で作られパソコン上で実

行できる「ご飯の量自動推定システム」の実

行例である。写真画像から色をキーにしてご

飯領域を抽出し、その領域の面積・水平最大

径・垂直最大径を自動計測できる。ただし、

現状では、写真の明るさにあわせて抽出領域

の色の明るさの閾値や画面上の抽出領域の位

置を、画像ごとに適切に設定する必要がある。

また、画像計測の値（dot）は、器の直径の計

測値 140.8±6.6（dot）(n=5) と実測値 12.2

（cm）により換算した。これにより、以下の

値が計測できた。 

(c）

(a)使用したケータイ 

(b)ご飯の撮影 

(c)ご飯の計量 

① ： ご飯の面積（cmS 2） 

② ： ご飯の横方向の半径（cm） a

③ ： ご飯の縦方向の半径（cm） b

次に、計測した の値から、ご飯の量Ｗ

（ｇ）を推定する方法を、以下の式（１）の

baS ,,

抽出した

ご飯領域

もと画像 
計測値 

図 5 ご飯画像のデジタル解析 
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ように考えた。 
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ただし、α,βは定数。 

式（１）の右辺の( / ) は、斜め上から

撮ったご飯の面積 Sを、上方から見た場合の

値に補正したものである。ご飯の体積はその

3/2 乗に比例すると考えられる（比例定数を
αとする）が、器の形状やご飯の量によって、

盛られたご飯の形状が異なるため、状況が変

ればαの値が変りうる。また、写真上のご飯

領域の面積とは無関係な定数項βがありうる。 

a b S
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図６ 画像計測の値とご飯の量の関係 
 
図６は、実際に 34 枚のご飯画像を自動解

析した値と、実際のご飯の量ｗ（ｇ）との関

係を表す散布図である。ｗ≧100 の領域では

式（１）のような直線を、ｗ＜100 では式（１）

でβ＝０とした直線を、それぞれ最小二乗法

によって当てはめた。およそ、ｗ＝100 は、

実験に用いた器において、少ないご飯（ｗ＜

100）が器の底面内にある状況（図３c参照）

と、ご飯（ｗ≧100）が底面いっぱいに広がり

上方に盛り上げられる状況（図３a,b,d）との

境界にあたる。図７に器の側面とご飯形状の

およその境界を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｗ≧100

ｗ＜100

 図７ 実験に使った器とご飯の形の境界

図６の当てはめにより式（１）のα，βを決

定し、その結果を利用して、画像計測の結果

からご飯の量を推定した。図８は、当てはめ

に用いた 34 点をそのまま推定結果Ｗ（ｇ）に

換算した値と、正解のご飯の量ｗ（ｇ）との

関係を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 自動推定によるご飯の量の 
  推定値と実測値の関係 

 
図８のグラフの対角線（破線）は等価直線、

実線は回帰直線で、回帰式は図中に記すとお

りであった。相関係数 rも図中に記すとおり

高い値であった。このように推定値は正解と

高い一致を示しており、自動画像計測による
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４. ご飯の量推定アンケート 
Ｃ

ケータイで撮影したご飯画像（図３）を、

今度は、紙にプリントアウトして被験者に見

てもらい、ご飯の量を推定してもらうアンケ

ートを行った。被験者は、熟練の管理栄養士

１人と管理栄養士を目指して勉強をしている

学生（名古屋文理大学健康生活学部健康栄養

学科３年生）３人である。被験者にご飯の画

像（図３）32 枚と実物の器（図７）を見ても

らい、それぞれご飯の量を推定して回答して

もらった。その結果は、図９・10 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 管理栄養士によるご飯の量の推定結果 

 

熟練の管理栄養士は、画像を見ただけでか

なり正確にご飯の量を推定した（図９）が、

学生（図１０）は、推定値が重すぎたり（学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10  学生によるご飯の量の推定結果 

 

生Ａ）、軽すぎたり（学生Ｂ・Ｃ）、正確に推

定できていない。管理栄養士の育成のために

は、画像を見てご飯の量を推定する訓練が有

効ではないかと思われる。また、自動計測シ

ステムの結果（図８）は、熟練の管理栄養士

（図９）に匹敵する。このシステムが実用化

すれば、これまで熟練管理栄養士が行ってい

たご飯の量の推定が自動化できると考えられ

る。 
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５．おわりに 
ケータイのカメラで撮ったご飯の画像から、

画像解析によって正確にご飯の量を推定する

ことができた。ただし、現状では、ご飯領域

の抽出に器の色との差を利用しているため、

カレーライスや混ぜご飯など白いご飯が直接

写っていない場合や、器が白い場合にはご飯

領域の抽出が困難である。また、器の形がち

がえば、ご飯の量の算出のために個別にキャ

リブレーションが必要である。これらは、ご



飯の量の全自動推定システムの実現のための

今後の課題である。 
また、今後は、ご飯だけでなくさまざまな

料理について、画像から量と成分をどれだけ

推定でき、自動化できるのか追求していきた

い。 
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